
第20回 STEP-up セミナー

芸術文化による人との繋がりと地域活性

林原美術館の名宝

－池田家伝来品、平家物語絵巻から石谷家文書まで－

文部科学省私立大学戦略的研究基盤形成支援事業

関西大学社会的信頼システム創生センター（STEP）

【お申込・お問合せ先】
関西大学社会的信頼システム創生センター事務室
〒564-8680 大阪府吹田市山手町3-3-35
TEL：06-6368-1845     Email：step@ml.kandai.jp

主催：関西大学社会的信頼システム創生センター

Research Center for Social Trust and Empowerment Process（STEP）

◆会場アクセス◆
阪急電車「関大前」下車
第3学舎5階STEP

※南出口よりお越しください

聴講無料・参加申込要 参加希望の方は、氏名・所属・連絡先を明記の上、下記まで、Eメールでお申し込み下さい。
（定員：先着20名）

日 時： 2015年2月26日（木） 15：00～16：30
場 所： 関西大学千里山キャンパス第3学舎5階

STEPアクション・リサーチアトリエ（ARENA）

講 師： 浅利尚民 （林原美術館・学芸課長）

【 概 要 】

林原美術館（岡山市北区丸の内）は、 昭和３９年

（１９６４）１０月１日に開館した、岡山市で最も古い

美術館で、約１万件の資料を 収蔵しています。

その内訳は、 故林原一郎氏 （１９０８～１９６１）

の審美眼によって蒐集したもの（平家物語絵巻、

石谷家文書等） 同氏が、旧岡山藩主池田家から

引き継いだ大名調度品（洛中洛外図屏風等）と

に大別できます。

◆コメンテーター

角谷賢二 （関西大学URA・シニア研究企画アドバイザー）

◆司会

与謝野有紀 （関西大学社会学部教授・STEPセンター長）

浅利尚民（林原美術館・学芸課長）

本講演では、当館の歴史と主な収蔵品の伝来や内容についてお話しします。これ

らの名品は、地元岡山の人々に愛されているだけではなく、全国各地からも見学

者がきます。まさに芸術により人とのつながりが生まれています。これについても

言及し、聴講者と共に社会学的観点からも議論したいと思います。


